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発 行  大 寄 公 民 館 

住 所  深谷市起会 84-1 

電 話  571-0341 

F A X  574-5865 

令和８年４月１日 発行 

大寄公民館だより

好評につき、昨年に引き続き「七宝焼きの教室」を開催！！ 

今回は銀箔と純銀線を使った「ブローチ兼ペンダント」を作製します。七宝焼きを初めて体験

したかたから、焼成する前と後との変化が面白い、楽しかったと大盛況でした。 

と き  ①５月１８日（月）午後１時～４時   

           ②６月２７日（土）午後１時～４時  

と こ ろ  大寄公民館 工芸室 

講 師  七宝作家 濱田登代子先生 

人数/参加費  １２人 ／ 一人１，０００円（当日集金）  

対 象  深谷市内在住のかた 

申 し 込 み  大寄地区のかた   ４月１０日（金）～  

       大寄地区以外のかた ４月１７日（金）～ 

電話または窓口で申し込み 午前９時～午後５時まで（土日祝除く）    

問い合わせ  大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 

※同じ作品のため、どちらかをお申込み 

 ください 

講 師  深谷市文化財保護審議会委員 荻野 勝正 氏 

人 数  ３8 人     ※1 人につき２名まで申し込み可能 

参 加 費   ４，０００円／人（交通費、昼食代等含む） 

窓口で参加費を添えてお申し込みください。 

申 し 込 み  大寄地区のかた   4 月 8 日（水）～ 

大寄地区以外のかた ４月１５日（水）～ 

午前９時～午後５時まで（土日除く） 

持 ち 物   雨具    

問い合わせ  大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 

と き ５月２１日（木）午前８時００分集合・出発 → 午後５時４５分帰着予定 

集合・解散 北部運動公園駐車場 

と こ ろ  北部運動公園→秋蚕の碑、高山社、旧中込学校、 

渋沢栄一翁厳詩碑他→北部運動公園 

 今年は、「大河ドラマ“青天を衝け”原点を訪ねる旅」と題して、秋蚕の碑・高山社・渋沢栄

一翁厳詩碑など、長野県佐久市方面を巡ります。 

歴史の舞台を実際に訪れ、渋沢栄一の原点にふれる旅へ出かけてみませんか。 

＜渋沢栄一翁厳詩碑 ＞ 

 

と き  ５月３０日（土）午前８時～正午 

ところ  北部運動公園野球場 ※詳細は、回覧の案内通知をご覧ください。 

 

誠之堂１１０周年・清風亭１００周年記念 

小学４年生以上のかた参加募集！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

喜寿お祝い会 3月 7日（土） 
「米寿・白寿お祝い会」に引き続き、今年初めて「喜寿お祝い会」を盛大に開催しました。渋沢栄一翁の喜

寿のお祝で建てられた誠之堂前で記念写真を撮り、見学もしました。堀越茶目之助さんによる風船芸や南京玉

すだれ、謎のインド壺の紹介など、会場は盛り上がり笑顔が溢れました。また、HIRO さんのフルートとピア

ノの生演奏では、全員が口ずさみ、会場は大きな歌声で元気な喜寿のかたを拝見できました。他の地域のかた

との交流もでき、楽しい時間だったと感想もいただきました。ご参加ありがとうございました。 

１．施設利用の利用団体調整会議について 

令和８年８月～１１月分の施設予約をされる登録団体のかたは、ご出席をお願いいたします。 
                       

と  き ５月１１日（月） 午後１時 30 分～ 大会議室・工芸室・調理実習室・和室・多目的室 

午後２時３０分～ 体育室 

と こ ろ 大会議室 
  
◆参加される登録団体におかれましては、可能な限り１名で出席くださるようお願いします。 

◆事前にお渡ししました「利用許可申請書」に必要事項を記入のうえ、ご参加願います。 

◆駐車場は、北部運動公園駐車場をご利用ください。 
  

２．令和８年度公民館利用団体登録申請書の配布について 
公民館利用団体登録は、毎年更新が必要です。引き続き登録をご希望される団体は、４月２４日（金）

までに（受付時間：平日午前８時３０分～午後５時）手続きをお願いします。 
 
３．令和８年度大寄公民館職員新体制について 
  

大寄公民館の体制は、昨年度と変わりません。皆さまのご支援、ご協力をお願いいたします。 

館 長  小嶋 達夫    副館長 木村 芳夫     副館長  園部 薫 

主 事  髙田真由美      主事補 宮島 桐也      嘱託職員   川上 和代 

趣味の作品展 
本年度も、利用団体や地域の皆さん、地元の保育園・小学校・福祉施設の皆さんによる作品が展示され、 

２９０人のかたにご来場いただきました。来場者からは、「興味深く見学できた」「本格的な作品に感動した」

などの声のほか、「抽選会が良かった」「大寄えんがわで休憩できて良かった」「公民館行事の写真の展示も良  

かった」といった感想が寄せられ、充実したひとときとなりました。 

また、会場準備や受付等にご協力いただいた文化部・自治会役員の皆様に感謝申し上げます。 

 

 

 

3月 7日（土）、8日（日） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１日（水）自治会長初会議           午後７時～       大会議室 

１５日（水）自治会大寄支会総会         午後５時～       大会議室 

２２日（水）公民館運営審議会①        午後３時～       大会議室 

３０日（木）第２回自治会長会議        午後７時～       大会議室 

 【使用済小型家電の収集日】  ８日（第２水曜日）、 
【リチウム蓄電池等の収集日】１５日（第３水曜日 午前８時３０分～正午） 
回収場所：深谷市役所本庁舎、岡部・花園総合支所、ワモア川本、深谷清掃センター 

【有害ごみの収集日】     １７日（第３金曜日） 

【ゴールデンウィークの収集】ゴールデンウィーク期間中は、土日を除く祝日も収集を行います。 

 ４月２９日（水）：燃やせるごみ・燃やせないごみ（深谷地区のみ）  

５月  ４日（月）：燃やせるごみ  

５月  ５日（火）：燃やせるごみ・粗大ごみ  

５月  ６日（水）：燃やせるごみ・燃やせないごみ（深谷地区のみ） 

と き  4月 11 日（土）・25 日（土） 

5 月 9 日（土）・16 日（土）・23 日（土）

6 月 6 日（土） 

     午前 9 時 20 分～午後 0 時 30 分＊雨天中止  

集 合  尾高惇忠生家（下手計 236） 

定 員  各日 10 人（小学４年生以上） 

     ※団体（10 人～20 人）の場合はご相談ください 

参加料  1 回 200 円（保険料を含む）＊当日集金 

申し込み  受付中（3 月 18 日（水）から受付開始。） 

各開催日の 2 日前までに問い合わせ先へ 

（団体の場合は 1 か月前） 

問い合わせ 渋沢栄一記念館 ☎５８７－１１００ 

と き  4 月 21 日（火） 

午後 1 時 30 分～3 時 30 分 

ところ  深谷市ボランティア交流センター３階

大会議室 

対象者  深谷市内在住の概ね 75 歳以上の歩行 

に自信のないかた、かつ本教室に初めて参

加するかた（歩行に介助が必要なかたは除く）  

定 員  先着 20 名 

持ち物  運動靴（外履き用）、飲み物、筆記用具 

申込期間  4 月 2 日（木）～14 日（火） 

午前 9 時～午後５時（平日のみ） 

申込先  深谷市社会福祉協議会  

☎５７３－６８６９   

問い合わせ 長寿福祉課 ☎574-8544 

開始日  4 月 1 日（水） 午前 9 時～ 

時 間  平 日：午前 9 時～午後 7時 

土日祝：午前 9 時～午後 5 時 

休業日  年末年始と毎月第 3 土曜日および 

その翌日の日曜日 

  マイナンバーカードの受取、電子証明書

の更新、暗証番号の変更・ロック解除、マ

イナンバーカードの申請など 

なお、本庁舎で行っていたマイナンバーカードの受

取は、3 月 31 日で取扱を終了します。 

市のホームページに掲載されていました公民館

だよりは、令和８年４月から地域振興財団ホームペ

ージ内の掲載となりましたのでお知らせします。 
 

アドレスはこちら↓ 

https://fukaya-connect.com/kominkan/ 

おだかじゅんちゅう 

※４月２１日（火） 狂犬病予防集合注射 午前９時～９時３０分 北部運動公園駐車場 

https://fukaya-connect.com/kominkan/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大寄地区の人口 令和 8 年３月１日現在  （ ）内は前月比 

男性：1,44８人（-１） 女性：1,４7２人（+１） 合計：2,9２０人（±０） 1,27７（-１）世帯 
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